
9月定例会9月定例会
発行　佐倉市議会　編集　議会報編集委員会 〒285-8501　佐倉市海隣寺町97番地　TEL484-6177　FAX486-2508

No.34

2004.11.1
〈平成16年〉

平成17年度に開催される全国高校総合体育大会のレスリング会場となる市民体育館
（10月１日から改修工事を実施）

佐
倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
協
議
会
を
設
置

　
９
月
定
例
会
は
９
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、「
平
成
15
年
度

佐
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
議
案
29
件
、
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
「
酒
々
井
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
と
市
民
意
見
の
反
映
を
求
め
る

請
願
」
な
ど
３
件
（
う
ち
継
続
審
査
１
件
）、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
「
美
浜
原
発
三
号
機
配
管
破
断
事
故
に
対
す
る

責
任
追
及
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
５
件
を
提
出
し
審
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
佐
倉
市
・
酒
々
井
町
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
表
決
に
先
立
ち
活
発
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

決算審査特別委員会を設置

平成15年度決算を審査

　平成15年度の一般会計・特別会計・水道事業会計の決算審査を行うため、決算審査

特別委員会を設置しました。選出した委員は次のとおりです。

◎桐生 政広　○宮部 恵子　　道端 園枝　　兒玉 正直　　櫻井 道明　　川名部 実

　小林 右治　　森野 　正　　櫻井 康夫　　押尾 豊幸　　勝田 治子　　長谷川 稔

◎委員長、○副委員長

　決算審査特別委員会は、３日間にわたり

一般会計歳入歳出決算認定など10議案につ

いて、行政効果ならびに費用対効果を中心

に、適正かつ効率的に執行されているか審

査を行いました。
〔決算審査特別委員会の審査〕

　定例会の最終日には桐生政広委員長の審査結果報告があり、次の８点を要望しました。

①市税等の未収金については税負担公平の観点から、徴収率の向上に向け、更なる努力をさ

れたい。

②市が公益上の必要を認め支出する補助金については、根拠及び使途基準をさらに精査す

るとともに「スクラップ・アンド・ビルド」を基本とし、また、その効果について充分

な検証を図られたい。

③市の業務について外部へ委託する際は、チェック体制をさらに強化、充実

し、業務執行の効率化に努められたい。

④三位一体改革の一環として、国の補助金が廃止または減額され、一般財源

化が進むことで福祉関連事業の縮小につながることのないように努められ

たい。

⑤入札については、一般競争入札の対象拡大など、入札制度の更なる改善を

図られたい。

⑥各種審議会委員等への女性の参画について、行政が積極的に働きかけるこ

とにより推進されたい。

⑦基金等の運用状況等、収入と支出が明確なものについては、その明細も決

算審査特別委員会に提出し、審査できるようにされたい。

⑧一会計年度の予算執行によってどれだけの行政効果をあげたかを評価する

ことが決算審査のひとつの眼目でもあり、決算認定に際して提出される

「主要施策の成果の説明書」の作成に当たっては抽象的な表現に終始する

ことなく、執行状況を具体的に説明表記されるよう努められたい。

平成15年度会計別決算の状況

会　計　名
※丸数字は議案番号

歳入決算額
（円）

歳出決算額
（円）

差 引 残 額
（円）

①一 般 会 計 43,417,211,800 41,802,236,181 1,614,975,619

特
　
別
　
会
　
計

②国民健康保険 11,012,951,610 11,005,217,941 7,733,669

③交通災害共済事業 14,503,975 10,341,114 4,162,861

④公共用地取得事業 258,493,770 258,493,455 315

⑤下 水 道 事 業 2,611,834,199 2,568,650,466 43,183,733

⑥老 人 保 健 9,299,349,289 9,299,348,764 525

⑦農業集落排水事業 18,992,257 18,992,257 0

⑧介 護 保 険 4,875,120,213 4,848,166,474 26,953,739

⑨災害共済事業 6,097,309 1,041,050 5,056,259

会　計　名
※丸数字は議案番号

事 業 収 益
（円）

事 業 費 用
（円）

純　利　益
（円）

⑩水 道 事 業 3,653,192,098 3,345,007,392 308,184,706 



法定合併協議会

　
酒
々
井
町
と
の
合
併
問
題

に
つ
い
て

高
崎
川
に
か
か
る
鏑
木
橋
の
架
け

替
え
工
事
も
、
平
成
16
年
の
秋
か

ら
平
成
19
年
３
月
に
か
け
て
実
施

さ
れ
る
。こ
の
改
良
工
事
に
よ
り
、

当
該
交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
市
道
Ｉ－

32
号
線
（
都
市

計
画
道
路
　
井
野
・
酒
々
井

線
）
に
つ
い
て

　
健
康
増
進
施
設
の
整
備
に

つ
い
て

問
　
介
護
予
防
対
策
は
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
重
要
な
施
策
で
あ
り

急
を
要
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
外
の
健
康
維
持
、
増

進
、
介
護
予
防
の
た
め
の
施
設
整

備
は
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事

業
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
現
在
、
保
健
事
業
の
中
で
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
体
操
・
ア
ソ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
遊
び
な
が
ら
の

リ
ハ
ビ
リ
）
等
を
取
り
入
れ
た

「
地
域
参
加
型
機
能
訓
練
」
を
実

施
し
て
い
る
。
既
存
施
設
を
利
用

し
て
今
後
も
事
業
を
推
進
し
て
い

水
害
対
策
に
つ
い
て

問
　
佐
倉
市
地
域
防
災
計
画
の
中

で
は
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
は

ど
の
よ
う
な
基
準
で
誰
が
発
令
す

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
命
令
系
統

や
伝
達
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
　
避
難
に
あ
た
っ
て
は
、
避
難

準
備
勧
告
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
の
順
で
、
状
況
に
よ
っ
て
市
長

が
発
令
す
る
。
命
令
系
統
に
つ
い

て
は
、
市
長
か
ら
市
民
部
危
機
管

理
監
へ
の
指
示
が
あ
り
、
交
通
防

介
護
保
険
に
つ
い
て

合
併
問
題
に
つ
い
て

答
　
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
重
要

で
あ
り
、
極
力
情
報
を
迅
速
に
広

報
し
、
判
断
材
料
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
今
後
も
心
が
け
て
い
く
。

住
民
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
は
、合

併
の
申
し
入
れ
を
受
け
た
側
の
佐

倉
市
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

日本共産党
戸 村  治　庄

新 社 会 党
冨 塚 忠 雄

市　政　会
臼 井 尚 夫
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問
　
市
長
は
、
市
町
村
合
併
は
市

民
福
祉
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と

が
主
目
的
の
一
つ
で
あ
り
、
合
併

に
伴
う
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

等
の
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
、
そ

し
て
何
よ
り
も
住
民
の
意
向
が
最

も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
酒
々
井
町
と
の
検
討

会
で
は
冒
頭
か
ら
佐
倉
市
へ
の
編

宅
介
護
は
夜
間
緊
急
対
応
策
、
家

族
支
援
の
強
化
、
追
加
的
費
用
の

負
担
軽
減
の
具
体
化
。
③
施
設
整

備
は
549
名
の
待
機
者
の
状
況
を
ふ

ま
え
た
緊
急
の
整
備
計
画
。
④
介

護
認
定
は
調
査
、
評
価
、
計
画
ま

で
高
い
専
門
性
を
持
つ
者
が
担
当

す
る
仕
組
み
。
⑤
保
険
料
は
応
能

負
担
の
徹
底
と
非
課
税
世
帯
へ
の

減
額
免
除
の
拡
充
。
以
上
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
　
見
直
し
案
の
中
に
は
、
軽
度

の
方
を
対
象
と
し
た
新
予
防
給

付
、
夜
間
対
応
型
や
見
守
り
型
の

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
導
入
、
保
険
料

設
定
の
見
直
し
等
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
施
設
整
備
は
次
期
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
の
過
程
に
お
い

て
方
向
を
定
め
て
い
き
た
い
。 

入
を
打
ち
あ
げ
法
定
協
の

設
置
を
確
認
し
た
。

　
当
面
法
定
協
の
設
置
は

中
止
し
、
情
報
公
開
の
場

と
し
て
、
住
民
説
明
会
を

開
催
し
、
住
民
投
票
を
実

施
し
た
う
え
で
市
民
の
意

向
を
見
極
め
進
め
る
こ
と

を
要
求
す
る
。

市政に関する

代表質問

　一般質問とは、議員が議案に関係なく、市政全般

にわたり質問することをいいます。９月定例会では、

９日、10日、13日、14日の４日間にわたり、一般質

問が行われ、市政に対し活発な議論が展開されまし

たので、その一部を掲載します。

　詳細については、市役所２階市政資料室・市内

各図書館で会議録（12月上旬発行予定）をご覧く

ださい。

問
　
①
合
併
は
市
民
自
治
の
根
幹

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
合
併
特

例
債
発
行
の
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず

十
分
な
調
査
、
議
論
を
行
い
両
市

町
の
住
民
が
納
得
の
上
で
行
う
よ

う
求
め
る
が
ど
う
か
。
②
市
長
は

常

「々
市
民
協
働
」と
言
う
が
、
ど

の
よ
う
に
説
明
責
任
を
果
た
し
、

あ
る
い
は
住
民
の
意
見
を

聴
き
、
最
終
決
定
の
判
断

を
市
民
へ
委
ね
る
の
か
。

答
　
①
特
例
法
の
期
限
を

目
標
と
し
て
、
そ
れ
に
間

に
合
う
よ
う
仕
事
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。
②
市
町
村
合
併
住

民
説
明
会
の
開
催
や
、

市民ネットワーク
工 藤 啓 子

問
　
①
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
、
地
方
交
付
金
、
補
助
金
な
ど

が
減
額
さ
れ
、
地
方
税
も
増
収
は

見
込
め
な
い
。
今
後
の
財
政
運
営

は
。
②
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

地
方
税
の
未
収
金
31
億
円
を
資
産

と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
し
か
し

将
来
、
不
納
欠
損
の
対
象
と
な
る

も
の
も
含
ん
で
い
る
が
な
ぜ
か
。

問
　
早
期
開
通
は
周
辺
地
域
住
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
６
月
議

会
に
お
い
て
開
通
の
た
め
の
調
査

費
が
承
認
さ
れ
、
確
か
な
足
が
か

り
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
。
今
後
の
解
決
す
べ
き
主
な
問

題
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

答
　
本
昌
寺
墓
地
移
転
に
関
す
る

調
査
は
、
平
成
17
年
９
月
に
完
了

予
定
。
当
面
の
課
題
と
し
て
、
墓

石
及
び
本
堂
等
の
移
転
補
償
費
、

代
替
地
造
成
に
要
す
る
費
用
等
を

算
出
し
、
こ
れ
を
基
に
交
渉
を
進

め
、
最
終
的
な
合
意
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
く
。
そ
の
後
、
工
事

に
着
手
し
て
か
ら
道
路
開
通
ま
で

に
は
、
少
な
く
と
も
５
年
程
度
の

期
間
が
必
要
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。

③
市
が
100
％
出
資
し
て
い

る
振
興
協
会
は
、
所
有
す

る
土
地
23
億
円
を
資
産
と

し
て
計
上
し
て
い
る
。
早

期
に
方
針
を
決
め
財
務
の

健
全
化
を
図
る
べ
き
で
あ

る
が
対
策
は
。

答
　
①
基
本
的
に
は
、
歳

入
の
状
況
に
合
わ
せ
た
財

問
　
臼
井
老
幼
の
館
の
学
童
保
育

所
の
敷
地
内
建
設
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。
又
、
北
志
津
並
び
に
井

野
学
童
保
育
所
の
児
童
増
に
対
す

る
対
応
は
？

答
　
臼
井
老
幼
の
館
の
学
童
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
老
幼
の
館
に
併

設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
生

や
高
校
生
、
高
齢
者
等
の

利
用
も
多
い
。
よ
っ
て
、

施
設
と
し
て
余
裕
が
な
い

と
感
じ
ら
れ
る
場
合
も
少

な
く
な
い
の
で
、
敷
地
内

で
の
増
築
に
つ
い
て
努
力

し
て
い
き
た
い
。

　
北
志
津
並
び
に
井
野
学

童
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

災
課
よ
り
水
防
班
や
各
担
当
に
、

消
防
団
に
つ
い
て
は
消
防
団
長
を

通
じ
て
要
請
の
連
絡
を
す
る
。
発

令
の
伝
達
方
法
に
つ
い
て
は
、
防

災
行
政
無
線
や
水
防
班
の
広
報

車
、
消
防
団
の
消
防
車
で
広
報
を

す
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
戸

別
訪
問
を
し
て
留
守
宅
に
は
張
り

紙
な
ど
で
の
広
報
も
実
施
す
る
。

HP
・
広
報
紙
に
て
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
、

酒
々
井
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
の

将
来
の
見
通
し
を
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
取
り
あ
げ
て
い
る
。議
会
制

民
主
主
義
と
し
て
議
会
の
ご
判
断

を
い
た
だ
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

市民主催のワークショップ「合併問題を
考える」市民アクションプランの発表

（ミレニアムセンター）

西
線
が
交
差
す
る
千
葉
県

印
旛
合
同
庁
舎
、
佐
倉
警

察
署
付
近
に
お
い
て
は
一

層
の
交
通
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
が
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

答
　
道
路
管
理
者
で
あ
る

千
葉
県
に
対
し
改
善
要
望

を
進
め
て
き
た
結
果
、
平

さくら会
寺 田 一 彦

成
14
年
度
か
ら
、
渋
滞
の
主
な
原

因
で
あ
る
右
折
車
の
通
行
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
県
道
佐
倉
印
西
線

に
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
改
良

事
業
に
着
手
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、

き
た
い
と
考
え
る
が
、
今
後
、「
佐

倉
市
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
お

よ
び
「
高
齢
者
保
健
・
福
祉
・
介

護
計
画
」
の
見
直
し
の
中
で
、
施

設
整
備
に
つ
い
て
位
置
づ
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

換
等
も
視
野
に
入
れ
、
い
ま
だ
利

用
し
て
い
な
い
資
産
の
活
用
、
処

分
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
　
不
要
な
資
産
は
早
急
に
売
却

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
目

的
が
未
定
の
も
の
や
利
用
が
見
込

ま
れ
な
い
と
想
定
さ
れ
る

土
地
は
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
有
用
と
な
る
土
地

が
具
体
的
に
あ
る
よ
う
な

場
合
、
そ
の
土
地
と
の
交

換
を
図
る
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
資
産
へ

転
換
を
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

公　明　党
森 野　　正

答
　
処
分
方
法
と
し
て
、
ま
ず
売

り
払
い
等
、
あ
る
い
は
他
の
行
政

目
的
へ
の
転
用
を
検
討
し
て
い

く
。
今
後
の
管
理
・
処
分
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
貸
し
付
け
や
交

政
運
営
を
す
る
。
②
総
務
省
方
式

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
地
方

税
の
支
払
期
日
が
到
来
し
て
い
な

い
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
、
流

動
資
産
と
し
て
計
上
す
る
事
と

な
っ
て
い
る
。
③
保
有
す
る
資
産

の
効
率
的
な
活
用
や
売
却
可
能
な

資
産
を
処
理
し
て
資
金
化
を
図
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

い
ず
れ
も
入
所
児
童
数
が
定
員
を

超
え
て
い
る
と
い
う
状
況
な
の

で
、
こ
の
地
区
に
新
た
な
施
設
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

答
　
市
内
の
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
概
ね
完
了
し
て

い
る
が
、
京
成
志
津
駅
北
口
に
つ

い
て
の
整
備
状
況
は
、
ス
ロ
ー
プ

の
み
の
設
置
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
駅
利
用
者
の
利
便
性
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
不
可
欠
と

考
え
、
現
在
鉄
道
事
業
者
と
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
鉄
道
事
業
者
に
再
検
討
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
可
能
性
が

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
京
成
志
津
駅
北

口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
が
早

期
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

鉄
道
事
業
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

住民説明会等を通じて、市民との協働に
よる合併協議を：市町村合併住民説明
会「今、合併を考える」 （中央公民館）

自宅で簡単に行え、お年寄りでもできる「ダ
ンベル体操」　気軽にできて、健康を保つ
「介護予防対策」 （ミレニアムセンター）

市町村の合併に関する法律では、市町村が合併しようとするときは関係市町村の議会の議決を経て合併協議会を設置し、合併市町村の建設に関する計画作成と合併に関する協議を行うこと
とされています。10月４日に設置された「佐倉市・酒々井町合併協議会」の会長及び委員は、両市町の長及び助役及び議会の議員各４名、学識経験を有する者16名以内、で組織されます。

問
　
市
道
Ｉ
―
32
号
線
の
開
通
に

伴
い
、
国
道
296
号
と
県
道
佐
倉
印

過去の豪雨災害を教訓として、災
害対策を。（平成13年の水害で冠水
した国道296バイパス：寺崎地先）

道路開通に向けて、市は全力で取り組む。（志津
霊園上空から　左：勝田台方面、右：臼井方面）

　
市
公
有
財
産
の
整
理
と
既
存

施
設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

　
児
童
虐
待
と
配
偶
者
間
暴

力
（
DV
）
に
つ
い
て

問
　
今
回
の
両
法
律
の
改
正
に
よ

財
政
問
題
に
つ
い
て

志
津
霊
園
問
題
に
つ
い
て

　
保
育
園
並
び
に
学
童
保
育

所
の
設
置
に
つ
い
て

　
京
成
志
津
駅
北
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

問
　
京
成
志
津
駅
北
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
鉄
道

事
業
者
と
の
協
議
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

駅周辺のバリアフリー化の整備促進が急
務である。 （京成志津駅北口）

問
　
①
介
護
予
防
は
市
の
責
任
を

明
確
に
し
た
事
業
の
整
備
。
②
在

り
児
童
虐
待
と
DV
被
害
者
へ
の
支

援
は
連
携
し
て
行
う
必
要
性
が
出

て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。
課
を

超
え
た
横
断
的
な
実
働
組
織
が
必

要
と
考
え
る
が
具
体
策
を
伺
う
。

答
　
①「
佐
倉
市
児
童
虐
待
防
止

検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
を
図
る
趣
旨
か

ら
、
実
務
担
当
者
会
議
と
し
て
位

置
づ
け
、
ケ
ー
ス
検
討
も
含
め
た

臨
時
会
議
を
行
う
。
②
相
談
窓
口

の
設
置
や
緊
急
一
時
保
護
の
支
援

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た

「
佐
倉
市
家
庭
内
に
お
け
る
暴
力

対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設

置
し
て
い
る
。
今
後
は
被
害
者
の

自
立
支
援
策
の
検
討
や
関
係
機
関

に
よ
る
連
携
強
化
に
努
め
る
。
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個
人
質
問

一 旨般 質 問 通 告 要

代表質問 ※は持ち時間２時間、（   ）は会派名

◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第60条に基づき質問者から議長に
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。

寺田　一彦（さくら会）※
1.市長の政治姿勢について　　　4.教育問題について
2.福祉問題について　　　　　　5.災害対策について
3.建設問題について　　　　　　6.志津霊園問題について

森野　　正（公明党）
1.行財政問題　　　2.市民福祉問題　　　3.教育問題

工藤　啓子（市民ネットワーク）※
1.酒々井町との合併問題について 
2.佐倉市地区計画のありかたについて
3.児童虐待防止法・DV防止法の改正に伴う市の取り組みについて
4.地域福祉計画の策定状況について
5.一般廃棄物処理基本計画の見直しについて

臼井　尚夫（市政会）※
1.財政問題　　　　 4.施設の維持、管理、運営
2.志津霊園道路　　 5.「健康さくら21」と地域の自主的取組み
3.合併問題

冨塚　忠雄（新社会党）
1.酒々井町との合併について 
2.京成志津駅北口のエレベーター設置について
3.保育園並びに学童保育所の設置について
4.ユーカリが丘２丁目の開発許可と地区計画について
5.高野川の改修について

戸村　 治（日本共産党）
1.行政問題　　　2.福祉問題　　　3.農業問題

庄　

個人質問

藤崎　良次
1.調整手当他への市長の政治姿勢
2.酒々井町との合併
3.都市計画道路について
4.都市計画の地区計画決定
5.産業廃棄物施設への立入検査条例

山口　文明
1.環境問題について　　　3.医療体制について
2.環境整備について

長谷川　稔（公明党）
1.市町村合併問題について
2.ヒートアイランド対策について
3.井野1455番地付近の調整池について 

川名部　実（さくら会）
1.教育問題について

岡村　芳樹（公明党）
1.商店街の空店舗や学校の余裕教室の現状と今後の活用について
2.学校施設のバリアフリー化について
3.カラーバリアフリー対策の確立について
4.「エコイベント（環境に配慮したイベント開催システム）」の推進について

勝田　治子（新社会党）
1.学校の地域コミュニティスペースとしての活用について
2.子どもの読書活動推進について
3.介護保険制度の見直しに関して
4.ごみの収集について

入江　晶子（市民ネットワーク）
1.八ツ場ダム問題に関する市の現状認識と今後の対応について
2.パブリック・コメント制度の導入について
3.ISO14001の運用状況と今後の取り組みについて

兒玉　正直（日本共産党）
1.国民健康保険について　　　3.財政問題について
2.少子化対策について　　　　4.佐倉市簡易修繕工事について

神田　徳光（公明党）
1.災害対策　　　2.教育問題

吉井　大亮（公明党）
1.行政一般

宮部　恵子（市民ネットワーク）
1.介護老人保健施設「敦敦」の介護報酬過大請求の自主返還の問題点について
2.残土条例について
3.谷津田を保全する条例制定について
4.志津霊園問題について

地方公共団体の平均給与額を、職員の学歴別・経験年数別構成などが国と同一であると仮定して算出し、その数値を国の平均給与額を100として算出した指数です。指数は、各自治体
職員の年齢構成や職員数によって変動するため、あくまで一つの指標です。市では、その変動要因分析を行うことで、給与の実態を把握し一層の適正化を図るための資料としています。

問
　
①
市
職
員
へ
の
調
整
手
当

10
％
支
給
は
、
正
当
な
支
出
理
由

が
無
い
。「
佐
倉
市
財
政
運
営
検

討
委
員
会
」
提
言
へ
の
対
処
は
？

②
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
全
国
600

以
上
の
市
の
中
で
何
位
か
？

③
岩
名
運
動
公
園
へ
の
50
億
円
の

総
合
体
育
館
建
設
計
画
は
？

④
少
人
数
教
育
へ
の
取
組
み
は
？

⑤
議
会
答
弁
へ
の
対
応
は
？

答
　
①
同
委
員
会
提
言
「
調
整
手

当
は
抑
制
す
べ
き
」
を
踏
ま
え
事

務
を
進
め
る
。
②
平
成
15
年
度
103.9

で
全
国
の
市
の
中
で
33
位
で
あ
る

が
、国
と
は
職
員
構
成
も
異
な
り
、

総
体
と
し
て
33
番
目
に
高
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
③
現
段
階

で
、
総
合
体
育
館
建
設
計
画
は
無

い
。
④
少
人
数
教
育
を
実
施
す
る

場
合
の
財
政
的
試
算
は
し
て
い
な

い
。
⑤
事
実
と
異
な
る
意
図
的
な

（
故
意
）答
弁
は
処
分
対
象
と
な
る
。

支
出
理
由
無
き
調
整
手
当
他

藤
崎
良
次

問
　
佐
倉
市
内
を
南
北
に
流
れ
る

鹿
島
川
は
千
葉
市
緑
区
土
気
に
そ

の
源
を
発
し
、
市
内
に
入
っ
て
内

田
、岩
富
、坂
戸
、馬
渡
、小
篠
塚
、

大
篠
塚
、
山
王
、
寺
崎
、
羽
鳥
を

経
て
印
旛
沼
に
注
い
で
い
る
。
現

在
の
改
修
工
事
は
河
口
か
ら
高
崎

川
の
合
流
地
点
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、今
後
、

川
沿
い
に
遊
歩
道
を
計
画
し
、

「
印
旛
沼
に
つ
な
が
る
一
本
の
遊

歩
道
」
の
実
現
を
強
く
要
望
す

る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
河
川
を
も
っ
と
親
し
み
や
す

い
も
の
と
す
る
た
め
、
堤
防
を
、

遊
歩
道
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
大
変
有

効
で
意
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え

る
。
今
後
も
千
葉
県
と
話
し
合
い

を
し
、
鹿
島
川
の
堤
防
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
合
併
問
題
は
佐
倉
市
の
将
来

を
考
え
る
と
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
合
併
に
よ
る
佐
倉
市
の

将
来
像
を
伺
う
。

　
合
併
問
題
は
、何
よ
り
も
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

公
明
党
　
長
谷
川 

稔

合
併
を
急
ぎ
過
ぎ
だ
と
言
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、住
民
か
ら
ど
の

よ
う
に
理
解
を
得
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
市
長
に
伺
う
。

答
　
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
場
合
、
そ
の
中
で
、
今
後
新

た
に
で
き
る
将
来
都
市
像
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
住
民
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
意
識
調
査
、
あ
る
い

は
説
明
会
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る

と
の
ご
指
摘
に
つ
い
て
、
そ
の
よ

う
に
受
け
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に

方
法
等
を
検
討
し
、
で
き
る
限
り

市
民
の
意
見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」

の
下
で
、
多
く
の
父
兄
が
学
力
の

低
下
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市

は
、
基
礎
学
力
の
向
上
に
向
け
て

如
何
な
る
施
策
を
講
じ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
青
少
年
に
よ
る
凶
悪

犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
道
徳
教
育
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
佐
倉
出
身
の
西
村
茂
樹
の

道
徳
論
を
学
校
教
育
と
社
会
教
育

で
活
用
し
て
は
如
何
か
。

答
　
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
、
き

め
細
か
い
指
導
を
強
化
す
る
と
と

基
礎
学
力
の
向
上
と

道
徳
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

さ
く
ら
会
　
川
名
部
　
実

も
に
、
基
礎
学
力
で
成
果
の
上

が
っ
て
い
る
尾
道
市
立
土
堂
小
学

校
へ
職
員
を
派
遣
し
、
研
修
の
成

果
を
学
力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
道
徳
教

育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
西

村
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
資
料
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　
過
去
、
人
口
急
増
に
伴
い
商

店
街
や
学
校
が
増
え
続
け
た
。
そ

の
後
、
大
型
店
舗
進
出
や
生
活
形

態
の
変
化
に
よ
り
、
徐
々
に
商
店

街
が
衰
退
し
空
店
舗
が
増
加
し

た
。更
に
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化

で
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
。過
去
盛

ん
で
あ
っ
た
地
域
共
通
の
問
題
と

な
っ
た
。
佐
倉
Ｔ
Ｍ
Ｏ
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
区
域
外
の
空
店
舗

対
策
、余
裕
教
室
の
活
用
を
伺
う
。

答
　
現
在
施
行
中
の
佐
倉
Ｔ
Ｍ
Ｏ

事
業
効
果
を
見
極
め
他
の
地
域
に

も
生
か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
民
意
識
調
査
を
行
い
施
策
に
反

映
さ
せ
た
い
。
学
校
余
裕
教
室
を

住
民
福
祉
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
活
用
し
た
い
と
の

ニ
ー
ズ
も
あ
り
、
今
後
、
積
極
的

に
検
討
す
る
。

商
店
街
の
空
店
舗
や
学
校
の
余
裕
教

室
の
状
況
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

公
明
党
　
岡
村
芳
樹

問
　「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
」
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

混
入
さ
れ
る
な
ど
、
分
別
の
間
違

い
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
埋
め
立

て
ら
れ
る
ご
み
の
８
割
は
他
の
分

類
に
分
別
さ
れ
る
べ
き
ご
み
で
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

分
別
方
法
の
わ
か
り
に
く
さ
に
原

因
が
あ
る
。
ご
み
の
わ
か
り
や
す

い
分
別
方
法
の
周
知
に
つ
い
て
、

又
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
集
積
所
で

回
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　「
家
庭
ご
み
の
分
別
一
覧
表
」

を
毎
年
度
作
成
、
配
布
し
、
周
知

を
図
っ
て
い
る
が
、
ご
み
の
分
別

方
法
を
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
記

載
し
た
「
ご
み
の
分
別
事
典
」
を

作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
店

頭
拠
点
回
収
方
式
の
回
収
拠
点
を

増
設
す
る
こ
と
な
ど
で
対
応
し
た

い
。

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

新
社
会
党
　
勝
田
治
子

い
、地
滑
り
等
、新
た
な
問
題
が
噴

出
し
て
い
る
こ
の
事
業
へ
の
税
投

入
差
し
止
め
を
求
め
、９
月
10
日
、

5,293
人
が
住
民
監
査
請
求
を
行
っ

た
。千
葉
県
で
は
地
盤
沈
下
の
沈

静
化
に
よ
り
地
下
水
利
用
量
増
加

も
可
能
で
、
日
量
60
万
ｔ
の
余
裕

水
源
も
あ
る
。市
は
国
や
県
の「
ダ

ム
あ
り
き
」の
進
め
方
に
従
わ
ず
に
、

市
民
が
地
下
水
を
飲
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
利
水
者
で
あ
る
当
市
の
最
大

の
課
題
は
費
用
負
担
増
で
あ
り
、

連
絡
協
議
会
等
で
軽
減
を
求
め
て

い
く
。
水
利
権
問
題
や
県
の
地
下

水
採
取
規
制
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
法
律
制
度
に
従
い
事
務
執
行
す

べ
き
と
考
え
る
。

問
　
不
況
下
で
、
市
内
の
中
小
規

模
の
建
設
業
者
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
佐
倉
市
で
は
、
2001
年
よ

り
簡
易
修
繕
名
簿
を
作
成
し
、
130

万
円
以
下
の
随
意
契
約
の
工
事
に

つ
い
て
、
市
内
の
小
規
模
経
営
の

建
設
業
者
に
発
注
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
習
志
野
市
で
は
名
簿

へ
の
登
録
を
簡
略
化
す
る
な
ど
、

よ
り
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る

佐
倉
市
簡
易
修
繕
工
事
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
兒
玉
正
直

よ
う
だ
が
、
こ
の
制
度
を
よ
り
普

及
さ
せ
る
た
め
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
業
者
間
の
相
互
扶
助
・
工
事

完
成
保
証
に
よ
り
、目
的
通
り
の
工

事
の
質
と
成
果
の
確
保
が
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、簡
易
修
繕
の
仕
事
は

大
い
に
市
内
業
者
に
発
注
し
て
い
き

た
い
。ま
た
先
進
事
例
等
が
あ
れ
ば

参
考
と
し
、取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
現
代

社
会
に
お
い
て
、
災
害
時
に
高
齢

者
を
中
心
と
す
る
災
害
弱
者
、
災

害
時
要
援
護
者
を
い
か
に
救
助
す

る
か
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

あ
ら
か
じ
め
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

お
く
こ
と
等
に
よ
り
、避
難
対
策
の

強
化
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
　
当
市
で
は
地
域
の
実
情
を
よ

く
知
る
民
生
委
員
等
の
協
力
を
得

て
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
台

帳
を
作
成
し
て
い
る
。
現
在
は
災

害
時
に
要
援
護
者
が
早
急
に
避
難

で
き
る
よ
う
考
慮
し
、
福
祉
部
の

中
に
新
体
制
の
整
備
を
済
ま
せ
、

去
る
９
月
４
日
、
５
日
の
集
中
豪

雨
の
際
も
出
動
し
、
訪
問
、
電
話

等
で
の
安
否
確
認
を
行
っ
た
。
今

高
齢
者
の
避
難
対
策
の

強
化
に
つ
い
て

公
明
党
　
神
田
徳
光

問
　
県
は
平
成
15
年
５
月
に
「
敦

敦
」
が
提
出
し
た
人
員
配
置
の
数

値
に
よ
り
返
還
対
象
期
間
と
返
還

額
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
平
成
13
年
12
月
の
県
の
実

地
指
導
で
点
検
し
た
数
値
と
大
き

な
差
が
あ
る
。
市
が「
敦
敦
」か
ら

求
め
た
勤
務
区
分
表
は
実
地
指
導

で
提
出
さ
れ
た
も
の
と
異
な
り
、

返
還
手
続
き
か
ら
16
ヶ
月
間
も
後

に
出
し
た「
敦
敦
」の
自
主
点
検
の

際
の
数
値
で
あ
り
、
信
頼
は
で
き

な
い
。
操
作
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
返
還
対
象
期
間
、
返
還
額
は

県
の
指
導
と
相
違
な
い
と
考
え
て

い
る
。
実
地
指
導
と
の
数
値
の
違

い
に
つ
い
て
、
県
は
関
係
書
類
を

精
査
し
た
結
果
、
操
作
は
な
い
と

判
断
し
、
自
主
点
検
に
よ
る
数
値

で
算
定
し
た
と
の
回
答
で
あ
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設
「
敦
敦
」
の

介
護
報
酬
過
大
請
求
に
対
す
る
市

の
調
査
結
果
に
つ
い
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
宮
部
恵
子

鹿
島
川
沿
い
に
遊
歩
道
の
建
設
を

山
口
文
明

問
　
昨
年
国
が
示
し
た
事
業
費
倍

増
計
画
に
関
係
都
県
は
同
意
し

た
。利
水
・
治
水
上
も
必
要
性
を
失

八
ツ
場
ダ
ム
問
題
へ
の
市
の
現
状

認
識
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
入
江
晶
子

問
　
足
腰
の
強
い
自
治
体
と
な
る

に
は
佐
倉
市
と
酒
々
井
町
の
合
併

は
有
意
義
で
あ
る
。
早
期
に
法
定

協
議
会
を
設
置
し
て
十
分
な
協
議

と
住
民
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
く

中
で
、
是
非
、
合
併
特
例
法
の
適

用
期
限
を
目
指
し
て
、
合
併
協
議

が
で
き
れ
ば
と
期
待
す
る
が
、
市

長
の
意
見
と
考
え
方
を
伺
う
。

答
　
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
場
合
、
自
治
体
と
し
て
の
都

市
像
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
、

財
政
計
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
。
合
併
は
新
た
な
自
治
の
可

能
性
を
考
え
る
良
い
機
会
と
考
え

る
。合
併
の
時
期
に
つ
い
て
は
特
例

法
の
期
限
が
あ
る
の
で
間
に
合
う

よ
う
に
準
備
を
す
る
。
議
論
の
進

み
具
合
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
如
何
に

よ
っ
て
は
、こ
れ
に
間
に
合
う
こ
と

も
あ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

公
明
党
　
吉
井
大
亮

ラスパイレス指数

後
も
要
援
護
者
の
実
態
把
握
に
努

め
、
体
制
を
整
え
て
い
く
。
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今
年
は
佐
倉
市
が
生
ま
れ
て
50
年
に
な
る
。

か
つ
て
、
志
津
に
著
名
な
作
家
の
今
東
光
氏

が
住
ん
で
お
り
、
炉
辺
談
話
で「
志
津
市
」を

作
り
た
い
と
話
し
て
い
た
。
他
市
と
の
イ
ン

フ
ラ
較
差
、
当
時
の
交
通
・
通
信
の
劣
悪
さ

な
ど
も
意
識
し
た
も
の
と
思
う
。
隔
世
の
感

が
あ
る
。
今
、
酒
々
井
町
と
の
合
併
が
重
要

議
題
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を

構
築
し
、
発
展
す
る
佐
倉
市
を
目
指
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
議
会
報
編
集
委
員
　
臼
井
尚
夫
）

　
市
民
の
代
表
と
な
り
早
一
年
半
と
な
っ

た
。
こ
の
間
６
回
の
議
会
が
あ
っ
た
。
一
人

で
も
多
く
の
市
民
の
声
を
政
策
に
反
映
で
き

れ
ば
と
の
思
い
か
ら
、
毎
回
無
我
夢
中
で
一

般
質
問
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
実
感
し
た
事
は
「
市
民
の
声
は

着
実
に
市
政
に
反
映
す
る
事
が
出
来
る
」
と

い
う
事
で
あ
る
。
す
ぐ
に
出
来
る
事
ば
か
り

で
は
な
い
が
、
佐
倉
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

い
う
街
づ
く
り
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
声
を
大
事
に
し
た
い
。

（
議
会
報
編
集
委
員
　
岡
村
芳
樹
）

佐倉市議会の
ホームページも
ご覧ください

佐倉市のホームページからどうぞ
http://www.city.sakura.chiba.jp

をクリックしてください。


９月定例会の議案と議決結果
◎は全員賛成、○は賛成多数、△は賛成少数

市長提出議案　　　※丸数字は議案番号、白抜き数字は諮問番号 本会議の議決結果

① 平成15年度佐倉市一般会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ○

② 平成15年度佐倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ○

③ 平成15年度佐倉市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ◎

④ 平成15年度佐倉市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ◎

⑤ 平成15年度佐倉市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ○

⑥ 平成15年度佐倉市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ○

⑦ 平成15年度佐倉市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ◎

⑧ 平成15年度佐倉市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ○

⑨ 平成15年度佐倉市災害共済事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定 ◎

⑩ 平成15年度佐倉市水道事業会計決算認定について 認　　定 ◎

⑪

平成16年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ４億5,207万8,000円の追加補正を行うもので、予算総額は445億1,568万5,000円。歳出について
は、児童扶養手当支給経費や老人保健事業検査委託料の増のほか、佐倉草ぶえの丘施設整備、道路新設改良に伴う
用地購入、雨水排水整備工事に係る費用。財源は、特定財源として国・県支出金を、一般財源として繰越金を充当。

原案可決 ○

⑫
平成16年度佐倉市下水道事業特別会計補正予算
汚水管補修工事など5,000万円の追加補正。

原案可決 ◎

⑬
平成16年度佐倉市介護保険特別会計補正予算
前年度精算確定による県及び支払基金への負担金返納など1,702万7,000円の追加補正。

原案可決 ◎

⑭
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市農業振興地域整備促進協議会の廃止に伴い、同協議会委員の報酬の項目を削除するもの。

原案可決 ◎

⑮
佐倉市民体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市民体育館の管理を市直営とするため、財団法人佐倉市振興協会への委託の規定を削除するもの。

原案可決 ◎

⑯
佐倉市営住宅設置条例の一部を改正する条例制定について
平成17年度入居開始予定の（仮称）市営大蛇住宅を[佐倉市営大蛇住宅]として設置するもの。

原案可決 ◎

⑰
佐倉市道路線の認定について
本町地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。

原案可決 ◎

⑱
佐倉市道路線の認定について
上志津原地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。

原案可決 ◎

⑲
佐倉市道路線の認定について
臼井田地先の１路線を佐倉市道路線として認定するもの。

原案可決 ◎

⑳
字の区域及び名称の変更について
土地改良事業の換地処分に当たり、鹿島干拓、飯野、下根及び岩名のそれぞ
れ一部の区域について字の区域の整理を行うもの。

原案可決 ◎


佐倉市立上志津中学校体育館改築建築主体工事請負契約について
２億9,190万円をもって堀江建設工業株式会社と請負契約を締結するもの。

原案可決 ◎


佐倉市民体育館改修建築工事請負契約について
１億8,480万円をもって株式会社間組千葉営業所と請負契約を締結するもの。

原案可決 ○


佐倉市民体育館改修機械設備工事請負契約について
１億7,734万5,000円をもって日立プラ・株木特定建設工事共同企業体と請負契約を締結するもの。

原案可決 ○


寺崎地区における公共下水道事業に関する平成16年度年間委託（その２）契約について
３億7,440万円をもって独立行政法人都市再生機構千葉地域支社と委託契約を締結するもの。

原案可決 ○


教育委員会委員の任命について
引き続き、髙宮良一氏を任命するもの。

同　　意 ◎



平成16年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ3,140万5,000円を追加補正し、これに既定予算及び議案第11号の補
正予算を合わせ、予算総額を445億4,709万円とするもの。歳出については、佐倉市・
酒々井町合併協議会設置に伴う負担金に係る費用。財源は、前年度繰越金を充当。

原案可決 ○


佐倉市・酒々井町合併協議会の設置について
酒々井町との合併を協議するため、地方自治法第252条の２第１項及び市町村の合併の特例に関
する法律第３条第１項の規定により、規約を定め、佐倉市・酒々井町合併協議会を設置するもの。

原案可決 ○


字の区域及び名称の変更について
議案第20号「字の区域及び名称の変更について」に係る変更区域に、追加して変更するもの。

原案可決 ◎



平成16年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ3,440万円を追加補正し、これに既定予算、議案第11号及び議案第26号の
補正予算を合わせ、予算総額を445億8,149万円とするもの。歳出については、９月４日及び
５日の大雨に伴う道路法面の崩落等の復旧工事等に係る費用。財源は、前年度繰越金を充当。

原案可決 ◎


人権擁護委員候補者の推薦について
植木桂子氏を推薦するもの。

同　　意 ◎

請 願・陳 情　　　※丸数字は請願番号、白抜き数字は陳情番号
⑤ 酒々井町との合併について、市民への説明責任と市民意見の反映を求める請願 不 採 択 △

⑥ 郵政事業の現行公社制度堅持を求める意見書の提出に関する請願 採 　 択 ○

 中央防災会議に浜岡原発震災専門調査会の設置を求める意見書に関する陳情（継続審査中） 継続審査 ○

議 員 発 議　　　※丸数字は発議案番号
① 美浜原発三号機配管破断事故に対する責任追求とエネルギー政策の転換を求める意見書 原案可決 ○

② 武器輸出三原則の見直しに反対する意見書 否　　決 △

③ 地方交付税の財源保障機能の縮小反対と総額確保を求める意見書 否　　決 △

④ 地方分権推進のための「国庫補助負担金改革案」の実現を求める意見書 原案可決 ○

⑤ 郵政事業の現行公社制度堅持を求める意見書 原案可決 ○

12月定例会の予定
議会を傍聴してみませんか

◆初　　　日　 12月１日 午後１時から

◆一 般 質 問　 ８日～10日、13日 午前10時から

◆常任委員会　 14日～16日

◆最　終　日　 20日 午後１時から

☆日程は変更になることもありますので、事前にお問い合わせ

ください。 議会事務局　４８４―６２７９

【放送予定】

◆初　　日　 12月２日 午後５時30分から７時

◆一般質問　 ９日～11日、14日

午後５時30分から10時
※番組の始めに各議員の放送時間帯をお知らせいたします。

◆最 終 日　 21日 午後５時30分から７時

（（（ （（（

夏期に開会される議会会議中の服装については、省エネなどの観点から、上着・ネクタイの着用は自由としています。
（議会運営委員会申し合わせ）

【議会用語解説】
〔請願・陳情〕
　市政についての要望があるときは、だれでも市議会に対して

〔請願〕、〔陳情〕をすることができます。

　紹介議員のあるものを請願、ないものを陳情と呼び、佐倉市

議会ではそれぞれ次のような取扱いをしています。

〔請願・陳情の出し方〕
　請願書・陳情書は、市政についての要望などを簡潔に記載

し、提出年月日、提出者の住所・氏名を書き、押印したものを

議長に提出することになっています。なお請願・陳情者の署名

について、鉛筆書きのものは受理できません。ボールペン等で

の署名をお願いします。

　また、請願書を出すには、１人以上の議員の紹介が必要で

す。（陳情書は、紹介議員は不要です。）請願・陳情は、その審

査結果を提出者にお知らせします。

　請願・陳情については随時受け付けておりますが、議会招集

日前に開催される、議会運営委員会の開催前までに提出された

ものについては、当該会期中の審査対象となります。

　（事務処理の都合上、なるべく早めに提出くださるようお願

いします。）

　開催日以降に提出されたも

のについては、次回定例会の

審査とします。

　郵送による陳情の取り扱い

については、文書又は電話で

実在を確認し、確認のとれた

ものは受理します。

　詳しくは議会事務局までお問い合せください。

《請願書の書式例》

○○○○○に関する請願書
　　　　　　　　　（陳情書）

紹介議員
　佐倉市議会議員　氏　　名　印
　　　　　 〃
　　　　　 〃

○○○○○に関する請願書
　　　　　　　　　（陳情書）

（要旨）
（理由）

　　　　　　　　　平成　年　月　日 

請願者（陳情者）
　　 （住所）○○○○○
　　 （氏名）○○○○　印

佐倉市議会議長　○○○○様

※陳情書については、紹介議員を必要としません。

（表　紙） （本　文）

〔議会棟委員会室〕
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